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松
尾
寺
木
造
弘
法
大
師
坐
像
に
つ
い
て

(

資
料
紹
介)

香
川
県
在
銘
彫
刻

１
三
好

賢
子

琴
平
町
榎
井
に
あ
る
真
言
宗
松
尾
寺
は
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
、
象
頭
山
金
毘

羅
大
権
現
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
金
光
院
や
塔
頭
が
廃
し
、
僧
侶
が
還
俗
す
る
な
か
で
、

金
光
院
歴
代
住
職
の
尊
牌
を
託
さ
れ
た
普
門
院
が
、
境
内
の
外
に
移
っ
て
そ
の
寺
号

を
冠
し
て
存
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
現
在
当
寺
に
安
置
さ

れ
て
い
る
諸
仏
は
、
金
毘
羅
大
権
現
は
じ
め
、
も
と
は
山
内
の
諸
堂
宇
に
奉
安
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
平
成
十
九
年
度
に
松
尾
寺
よ
り
本
堂
安
置
の
諸

彫
刻
像
を
中
心
と
し
た
什
物
調
査
の
依
頼
を
受
け
、
調
査
を
実
施
し
た(

１)

。
彫
刻
調

査
は
、
本
尊
の
釈
迦
三
尊
像
を
は
じ
め
三
十
三
観
音
像
な
ど
二
十
件
に
つ
い
て
お
こ

な
っ
た
が
、
う
ち
木
造
弘
法
大
師
坐
像

(

以
下
、
本
像
と
も
す
る)
に
つ
い
て
は
像
内
に

造
立
銘
記
が
確
認
さ
れ
、
大
願
主
は
行
慶
、
宗
円
な
る
二
人
の
僧
で
あ
り
、
文
保
三

年

(

一
三
一
九)

正
月
、
大
仏
師
法
眼
定
祐
と
小
仏
師
兵
部
公
定
弁
に
よ
っ
て
造
像
が

開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。

空
海
の
彫
像
作
例
は
、
四
国
内
に
お
い
て
は
、
正
和
四
年

(

一
三
一
五)

三
位
法
橋

行
継
作
の
愛
媛
仏
木
寺
像
が
最
古
例
と
し
て(

２)

、
ま
た
嘉
暦
二
年

(

一
三
二
七)

大
仏

師
法
眼
定
審
作
の
真
言
八
祖
像
の
レ
リ
ー
フ
像
で
あ
る
が
、
高
知
県
金
剛
頂
寺
像
が

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
香
川
に
お
い
て
は
空
海
出
生
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
肖
像
に
つ
い
て
確
か
な
作
例
が
乏
し
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い(

３)

。

本
像
は
空
海
生
地
で
あ
る
讃
岐
に
お
い
て
中
世
に
遡
る
作
例
と
し
て
、
ま
た
当
地
の

大
師
信
仰
の
ひ
ろ
が
り
を
考
え
て
い
く
上
で
大
変
意
義
深
い
も
の
と
い
え
る
。
現
段

階
に
お
い
て
は
在
銘
像
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
県
内
最
古
で
あ
り
、
表
面
を
近
世
の
彩

色
で
覆
わ
れ
、
当
初
の
風
貌
か
ら
や
や
遠
の
い
て
い
る
感
が
あ
る
も
の
の
、
と
く
に

ま
な
ざ
し
が
穏
や
か
で
、
他
に
類
例
の
な
い
温
和
な
親
し
み
や
す
い
顔
立
ち
も
注
目

さ
れ
る
。

当
館
で
は
、
調
査
後
す
ぐ
に
本
像
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
記
者
発
表
し
た
と
こ
ろ(

４)

、

四
国
新
聞
は
じ
め
県
内
の
各
新
聞
紙
面
や
テ
レ
ビ
放
送
局
な
ど
が
取
り
上
る
結
果
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
三
月
に
は
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、

香
川
県
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本

像
の
調
査
概
要
を
改
め
て
報
告
し
、
県
内
に
お
け
る
貴
重
な
在
銘
彫
刻
像
の
作
例
と

し
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
つ
つ
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る(

５)

。

一

弘
法
大
師
坐
像
の
概
要

(

図
版
21
〜
25)

調
査
で
は
、
構
造
品
質
な
ど
の
確
認
と
と
も
に
法
量
計
測
、
ま
た
中
判
カ
メ
ラ
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
像
内

墨
書
銘
は
全
図
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、
部
分
ご
と
に
撮

影
し
た
が
、
そ
の
書
き
取
り
と
判
読
は
目
視
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
。
以
下
、
本
像

の
調
査
デ
ー
タ
を
記
す
。

[

形

状]

椅
子
式
の
牀
座
に
趺
坐
す
る
通
例
の
弘
法
大
師
像
で
、
胸
を
は
っ
て
上
体
を
起
こ

し
、
顔
は
正
面
を
向
き
、
視
線
を
や
や
下
方
に
落
と
す
。
頭
部
は
円
頂
、
後
頭
部
下

位
は
わ
ず
か
に
隆
起
し
、
首
元
は
な
だ
ら
か
に
つ
く
る
。
鼻
は
鼻
先
の
丸
み
が
強
く
、

鼻
孔
を
あ
ら
わ
し
、
口
は
小
さ
め
で
唇
も
薄
く
、
一
文
字
に
結
ぶ
。

右
手
は
強
い
角
度
で
屈
臂
し
て
胸
前
で
五
鈷
杵
を
と
り
、
左
手
は
膝
上
に
お
ろ
し

て
数
珠
を
と
る
。
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着
衣
は
、
内
か
ら
覆
肩
衣
、
裙
、
袈
裟
を
ま
と
う
。
覆
肩
衣
は
領
を
重
ね
合
わ
さ

ず
、
ゆ
る
く
つ
き
あ
わ
せ
て
胸
元
を
大
き
く
ひ
ら
く
。
腹
部
中
央
に
裙
を
結
び
と
め

る
紐
を
の
ぞ
か
せ
る
。
左
肩
に
は
ま
わ
し
か
け
た
袈
裟
を
と
め
る
鉤
紐
を
あ
ら
わ
す
。

体
幹
部
の
正
中
線
か
ら
み
て
頭
部
は
や
や
左
に
傾
い
て
い
る

(

首
の
接
続
に
よ
る
構

造
的
な
も
の
ヵ)

。
眉
は
わ
ず
か
な
稜
線
で
う
っ
す
ら
と
あ
ら
わ
さ
れ
、
彩
色
が
落
ち

た
現
状
で
は
眉
の
存
在
を
捉
え
に
く
い
。
鼻
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
鼻
先
が
肉
づ

き
の
よ
い
団
子
鼻
で
あ
り
、
目
が
上
瞼
線
を
ゆ
る
や
か
に
下
げ
、
耳
や
眉
と
と
も
に

左
右
非
対
称
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
理
想
的
に
整
え
ら
れ
た
顔
と
い
う
よ
り

は
、
現
実
的
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
人
間
味
を
も
っ
た
顔
貌
で
あ
る
。

[

付
属
品]

水
晶
製
数
珠
、
木
製
五
鈷
杵

(

い
ず
れ
も
後
補)
。
沓
、
水
瓶
は
亡
失
。

五
鈷
杵
は
虫
蝕
が
は
げ
し
い
。

[

法

量]

単
位
は
す
べ
て
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

像

高

七
五
・
二

顎
下
高

五
三
・
五

頂－

顎

二
三
・
一

面

幅

十
二
・
四

耳

張

十
九
・
一

面

奥

二
一
・
一

肘

張

四
六
・
七

膝

張

六
三
・
二

裾

張

七
〇
・
二

胸

奥

二
五
・
二

腹

奥

二
九
・
二

像

奥

五
三
・
三

膝

高

(

左)

十
五
・
〇

(

右)

十
五
・
三

牀

座

高
一
一
一
・
四

幅
九
四
・
五

奥
六
六
・
八

[

品
質
構
造]

ヒ
ノ
キ
材

寄
木
造

玉
眼
嵌
入

本
堅
地
彩
色
仕
上
げ

頭
部
と
体
部
は
別
材
と
す
る
。
頭
部
は
耳
後
を
通
る
位
置
に
て
前
後
二
材
を
矧
ぐ(

６)

。

面
矧
ぎ
し
て
、
玉
眼
を
嵌
め
入
れ
、
首
元
で
体
部
に
差
し
込
ん
で
接
合
す
る
。

眼
は
目
頭
、
目
尻
に
薄
墨
を
注
し
、
瞳
は
中
心
と
外
輪
を
墨
、
虹
彩
は
薄
墨
。
眉

は
薄
い
墨
線
で
毛
描
き
し
、
唇
に
淡
い
朱
を
注
す
。
彩
色
は
白
下
地
に
肉
身
部
は
白

肉
色
、
衣
部
は
茶
褐
色

(

檜
皮
色)

と
す
る
。
一
部
、
白
下
地
の
下
層
に
、
布
貼
り
、

黒
色
系
漆

(

本
堅
地)

が
認
め
ら
れ
る
。

体
幹
部
は
、
左
右
二
材
を
正
中
矧
ぎ
し
た
も
の
を
前
後
四
列
と
す
る
。
前
面
の
一
・

二
列
は
正
中
矧
ぎ
、
三
列
目
は
両
側
各
一
材
を
矧
ぎ
、
四
列
目
は
正
中
矧
ぎ
と
す
る
。

膝
前
に
は
腹
部
側
に
細
い
横
材

(

左
右
各
二
材
を
正
中
で
矧
ぐ)

、
膝
部
側
は
上
下
に
二

材
を
合
わ
せ
た
横
材
を
よ
せ
、
裾
先
の
数
箇
所
に
は
小
材
を
接
ぐ
。
左
右
の
体
側
は
、

両
肩
先
部
、
両
手
前
膊
袖
部
な
ど
左
側
部
に
四
材
、
右
側
部
に
三
材
を
よ
せ
、
両
手

は
袖
内
に
差
し
込
む
。
右
腰
脇
は
地
付
き
部
の
三
角
材
が
欠
失
す
る
。

像
底
に
半
月
型
の
底
板

(

後
補)

(

７)

を
嵌
め
て
い
た
が
、
こ
れ
を
外
し
て
像
内
を
確

認
し
た
。
体
幹
部
は
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
し
、
膝
前
部
も
地
付
か
ら
十
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
程
度
の
深
さ
に
粗
く
刳
り
あ
げ
る
。
体
幹
部
前
面
材
の
内
刳
り
は
刀
目
を
の
こ

し
た
粗
い
仕
上
げ
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
面
材
は
平
滑
に
刳
り
ぬ
い
て
整
え
、
そ
こ

へ
墨
書
銘
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中
央
付
近
に
は
鎹
に
て
近
世
期
に
納
入
さ

れ
た
木
製
五
輪
塔
が
打
ち
と
め
ら
れ
て
い
た
。
五
輪
塔
の
側
面
に
も
墨
書
銘
が
記
さ

れ
て
い
る
。

[

保
存
状
態]

左
右
腰
脇
の
地
付
き
部
小
材
欠
失
。
左
右
両
袖
端
地
付
き
部
も
小
材
欠
失(

８)

。
表

面
彩
色
、
持
物

(
五
鈷
杵
・
数
珠)

、
裾
先
の
一
部
、
脚
部
の
左
端
底
部
な
ど
の
小
材
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も
後
補
。
両
脚
の
中
央
部
に
は
虫
蝕
が
認
め
ら
れ
る
。

[

銘
記]

※
判
読
が
困
難
な
文
字
は
□
で
表
記
、
推
定
を

(
)

内
に
示
し
た
。

一
、
本
体

像
内
背
部

墨
書

(

図
版
36
・
37)

讃
岐
国
仲
郡
善
福
寺
御
本
願
主

弘
法
大
師
御
形
像
壹
躰

右
奉
為

金
輪
聖
皇
天
長
地
久
御
願
圓
満

公
家
安
穏

武
家
泰
平
當
國
之
事
留
守
所
在
庁
郡
内
郷
内
庄
内
安
楽

寺
院
繁
昌
惣
一
天
風
□

(

穹)
四
海
□

(

温)

泰
乃
至
法
界
衆
生

平
等
利
益
也
敬
白

大
願
主
夏
衆
僧
行
慶
僧
宗
円

文
保
三
年
己
未
正
月
十
四
日
造
立
始
之

大
佛
師
唐
橋
法
印
門
弟

法
眼
定
祐

小
佛
師
兵
部
公
定
弁

銘
記
は
、
像
内
の
内
刳
り
し
た
背
面
部
を
、
平
滑
に
彫
り
整
え
た
と
こ
ろ
へ

墨
書
さ
れ
、
筆
は
一
貫
し
て
お
り
、
制
作
当
初
の
造
像
記
と
み
て
間
違
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。

[

納
入
品]

一
、
像
内
納
入

木
製
五
輪
塔

一
基

(

図
版
28
・
29)

ヒ
ノ
キ
材
、
高
二
四
・
七

幅
三
・
四

奥
三
・
四

[

銘
記]

※
改
行
は
／
で
あ
ら
わ
す
。

(

正
面)

(

梵
字
五
字
キ
ャ
、
カ
、
ラ
、
バ
、
ア)

＊

権
大
僧
都
宥
盛
逆
修

善
根

＊

五
輪
法
界
真
言
。
東
方
。

(

左
側
面)

(

梵
字
五
字
キ
ャ
ー
、
カ
ー
、
ラ
ー
、
バ
ー
、
ア
ー)

＊

一
見

＊
＊

字
五
逆
消
滅

真
言
得
果
即
身
成
佛

＊

五
輪
法
界
真
言
。
南
方
。
＊
＊

大
日
如
来
種
子
。

(

背
面)

(

梵
字
五
字
キ
ャ
ン
、
カ
ン
、
ラ
ン
、
バ
ン
、
ア
ン)

＊

佛
舎
利
書
物
有
之

＊

五
輪
法
界
真
言
。
西
方
。

(

右
側
面)

(

梵
字
五
字
キ
ャ
ク
、
カ
ク
、
ラ
ク
、
バ
ク
、
ア
ク)

＊

于
時
慶
長
九
年
甲
辰

三
月
廿
一
日
敬
白

＊

五
輪
法
界
真
言
。
北
方
。

二
、
木
製
五
輪
塔
納
入
文
書

一
通

(

図
版
38)

紙
本
墨
書
、
縦
三
〇
・
四

横
二
四
・
〇

[

銘
記]

※
判
読
を
確
定
し
難
い
文
字
に
は

｢

ヵ｣

を
付
し
た
。

敬
白
真
言
教
主
大
日
如
来
両
部
界
会
一
切
三
宝
境
界
而

(

弥
勒
菩
薩
種
子)

奉
採
造
弘
法
大
師
一
躰
并
三
間
四
面
御
影
堂
一
宇
當
山
中
古
開
山
沙
門
権
大

僧
都
法
印
宥
盛
令
法
久
住
志
深
而
偏
咸
端
権
現
御
前
カ
タ
メ
祈
諸
佛

加
被
権
現
御
前
ヒ
レ
フ
ス
或
時
権
現
有
御
納
受
神
変
奇
特
顕
ワ
ル

誠
照
不
思
儀
一
天
是
故
一
拝
暫
所
望
起
叶
悉
地
豈
不
崇
哉
不
可
仰

々
々
々
文
爰
貴
賤
上
下
投
金
銀
珎
財
事
春
雨
之
閏
似
草
木

爰
以
僧
都
宥
盛
無
比
誓
願
ヲ
マ
シ
テ
堂
社
佛
閣
建
寺
塔

造
佛
像
當
山
一
ハ
ヵ
建
立
畢
如
斯
留
授
縁
待
慈
尊
成

道
春
而
已

松尾寺木造弘法大師坐像について

��



于
時
慶
長
九
甲
辰
三
月
廿
一
日

當
山
中
古
開
山
沙
門
法
印
宥
盛(

花
押)

(

不
動
明
王
種
子)

(

釈
迦
如
来
種
子)

奉
供
養
佛
舎
利
全
粒
二
世
安
全
所

(
弥
勒
菩
薩
種
子)

納
入
品
一
は
、
像
内
背
部
中
央
、
墨
書
銘
の
上
に
鎹
で
打
ち
と
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
納
入
品
一
に
は
二
が
折
り
た
た
ん
で
納
め
ら
れ
て
い
た(

９)

。
五
輪
塔
お
よ
び

納
入
文
書
に
み
る
筆
跡
は
同
様
と
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
慶
長
九
年

(

一
六
〇
四)

、

空
海
忌
日
の
三
月
二
十
一
日
に
、
金
光
院
住
職
宥
盛
が
記
し
て
納
め
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
納
入
品
一
の
背
面
、
四
字
目
の
梵
字

｢

バ
ン｣

の
箇
所
に
丸
型
の

切
り
込
み
が
あ
り
、
こ
こ
を
刳
り
貫
い
た
と
こ
ろ
へ
舎
利
粒
が
納
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
Ｘ
線
透
過
撮
影
に
よ
り
確
認
さ
れ
た

(

図
版
29)
。

二

考
察

像
容
に
つ
い
て

空
海
の
肖
像

(

御
影)

は
、
真
如
親
王
様
と
い
わ
れ
る
形
式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
も

の
が
画
像
彫
像
と
も
に
多
い
。
真
如
親
王
が
写
し
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
高
野
山
御

影
堂
の
根
本
像
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
第
三
伝
と
さ
れ
る
大
阪
金
剛
寺

の
画
像
に
よ
り
、
そ
の
姿
を
推
し
測
る
こ
と
が
で
き(

10)

、
や
や
右
を
向
い
て

(
画
面

で
は
向
か
っ
て
左
へ
顔
を
む
け
る)

椅
子
式
の
牀
座
に
趺
坐
し
、
左
手
に
五
鈷
杵
、
右
手

に
数
珠
を
と
る
姿
が
確
認
で
き
る
。

彫
像
も
真
如
親
王
様
の
形
式
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
画
像
と
は
異
な
り

正
面
を
向
く
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
現
存
最
古
で
、
天
福
元
年

(

一
二
三
三)

、
四

百
年
遠
忌
を
翌
年
に
控
え
て
制
作
さ
れ
た
東
寺
西
院
御
影
堂
像
も
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。

形
式
は
画
像
に
よ
り
な
が
ら
、
実
存
的
な
写
実
性
を
可
能
と
し
、
生
き
て
永
久
の
瞑

想
に
入
っ
た
と
す
る
入
定
信
仰
を
人
々
に
具
体
的
に
意
識
さ
せ
る
姿
と
い
え
る
。

本
像
も
、
お
お
む
ね
着
衣
方
法
な
ど
は
真
如
親
王
様
に
共
通
す
る
。
胸
元
を
ひ
ろ

く
開
け
て
覆
肩
衣
を
着
し
、
腹
部
に
裙
の
結
び
紐
を
の
ぞ
か
せ
、
袈
裟
は
偏
袒
右
肩

に
ま
と
い
、
左
肩
に
袈
裟
を
と
め
る
鉤
紐
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
袈
裟
は
左
肩
に
て

懸
け
留
め
ら
れ
る
部
分
の
下
方
の
端
が
、
左
腕
外
へ
も
た
れ
、
そ
の
下
に
ま
わ
さ
れ

て
い
る
袈
裟

(

か
け
初
め
の
部
分)

は
、
下
端
が
右
は
膝
頭
に
か
か
っ
て
膝
下
に
垂
れ

込
み
、
左
端
は
膝
前
に
畳
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
左
腕
に
か
か
る
袈
裟
の
処
理

は
、
画
像
・
彫
像
を
問
わ
ず
空
海
像
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る(

11)

。

胸
前
か
ら
左
肩
に
か
か
る
袈
裟
が
上
縁
を
折
り
返
し
、
そ
の
縁
端
が
波
う
つ
よ
う

に
た
わ
む
の
も
、
空
海
像
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
本
像
で
は
、
わ
ず
か

に
う
ね
る
曲
線
の
表
現
に
と
ど
ま
る
。
近
い
時
期
の
も
の
と
し
て
、
和
歌
山
遍
照
寺

像
や
奈
良
元
興
寺
像
と
比
較
し
て
も
そ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
積
極
的
な
形
式

踏
襲
の
意
識
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
独
自
の
穏
や
か
さ
の
表
現
を
意
識
し
た
と
も
い

い
難
い
。
む
し
ろ
、
袈
裟
の
折
り
返
さ
れ
た
部
分
に
刻
ま
れ
る
四
条
の
衣
文
に
は
絵

画
的
な
平
板
さ
も
感
じ
ら
れ
、
手
本
が
画
像
も
し
く
は
板
彫
な
ど
の
半
肉
像
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か(

12)

。
袈
裟
上
端
の
折
り
返
し
部
と
、
膝
前
に
は
松
葉

様
の
衣
文
も
刻
ま
れ
る
が
、
や
は
り
絵
画
の
描
線
の
よ
う
な
硬
さ
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な

い
。
全
体
を
通
し
て
み
て
も
、
本
像
の
衣
文
や
衣
の
動
き
に
は
誇
張
的
な
表
現
も
な

い
か
わ
り
に
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
躍
動
感
も
乏
し
い
。
動
的
と
い
う
よ
り
は
静
的

で
あ
り
、
穏
や
か
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
や
は
り
彫
像
で
は

な
く
画
像
を
範
に
し
た
よ
う
な
お
と
な
し
さ
に
思
え
る
。

先
述
の
よ
う
に
着
衣
は
通
例
の
大
師
像
に
通
じ
て
い
る
も
の
だ
が
、
特
異
な
と
こ

ろ
も
あ
る
。
着
衣
の
表
現
は
、
正
面
と
背
面
に
お
い
て
辻
褄
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が

見
受
け
ら
れ
る

(

図
１)

。
ひ
と
つ
は
、
袈
裟
の
下
に
着
し
た
覆
肩
衣

(

ａ)

が
、
両

肩
と
胸
を
覆
っ
て
腹
部
の
紐
下
へ
お
さ
め
ら
れ
て
処
理
さ
れ
る
が
、
右
の
胸
元
に
は
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別
の
布
縁
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
肌
に
直
接
着
し
た
覆
肩
衣

(

ａ)

と
腹
前
の
紐
と

・
・

裙
を
ま
た
い
で
、
袈
裟
の
右
腹
部
下
に
た
く
し
込
ま
れ
、
そ
の
端
が
再
び
引
き
出
さ

れ
て
垂
れ
て
い
る
。
図
１
で
は
仮
に
こ
の
別
布
を
覆
肩
衣

(

ｂ)

と
し
た
が
、
一
見

し
て
袈
裟
の
下
に
二
枚
の
衣
を
着
す
か
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
不
可
思
議
な
布
縁
は
実

・
・

は
背
面
へ
つ
な
が
る
こ
と
も
な
い
。
ま
た
ひ
と
つ
は
、
初
め
に
左
肩
に
か
け
ら
れ
た

袈
裟
は
、
そ
の
縁
線
を
左
胸
に
み
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
何
ゆ
え
か
背
部
中
央
の
大

き
く
弧
を
描
い
て
覆
肩
衣
の
た
わ
み
を
表
現
す
る
衣
文
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
偏
袒

右
肩
と
し
て
左
肩
か
ら
背
面
を
右
脇
下
へ
流
れ
て
い
く
袈
裟
の
縁
線
と
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
像
の
正
面
と
背
面
で
こ
う
し
た
矛
盾
が
生
じ
る
の
は
、
ま
ず

仏
師
自
身
の
理
解
不
足
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
積
極
的
に
理
解
を
深
め
て
取
り
組
む

と
い
う
よ
り
は
、
基
に
す
べ
き
下
絵

(

二
次
元
的
な
も
の)

に
頼
り
す
ぎ
た
た
め
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
正
面
と
背
面
は
、
個
別
に
見
れ
ば
あ
り
得
る
姿
で
、
着
衣
の
矛
盾

は
一
見
分
か
り
に
く
く
、
辻
褄
の
合
わ
な
い
箇
所
で
も
、
う
ま
く
融
合
さ
せ
て
み
せ

て
い
る
感
も
あ
る
。
全
体
を
通
し
て
穏
や
か
な
彫
り
口
の
衣
文
が
、
こ
う
し
た
矛
盾

を
助
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
仏
師

｢

定
祐｣

｢

定
弁｣

の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
四
国
内
で
は

｢

定｣

を
冠
す
る
仏
師
と
し
て
、
ま
ず
嘉
暦
二
年

(

一
三
二
七)

二
月
、
金
剛
頂
寺
板

彫
真
言
八
祖
像
の
大
仏
師
法
眼
定
審
は
、
院
保
に
従
っ
て
の
造
像
が
知
ら
れ
て
お
り
、

院
派
仏
師
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

13)

。
ま
た
、
正
応
四
年

(

一

二
九
一)

四
月
、
禅
師
峯
寺
金
剛
力
士
像
の
仏
師
定
明
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
前
者
後

者
と
も
に

｢

定
祐｣

｢

定
弁｣

と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
地
方
仏

師
と
し
て

｢

定｣

の
名
を
冠
し
て
活
動
し
た
一
派
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
判
断

す
る
に
は
史
料
が
乏
し
い
。
な
お

｢

法
眼
定
祐｣

は

｢

大
仏
師
唐
橋
法
印
門
弟｣

と

の
肩
書
を
付
し
て
い
る
。｢

大
仏
師
唐
橋
法
印
門
弟｣

で
改
行
し
、
三
字
分
下
げ
て

｢

法
眼
定
祐｣

と
あ
る
の
で
、｢

大
仏
師｣

は｢

法
眼
定
祐｣

に
も
か
か
る
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
大
仏
師
法
眼
定
祐
は
、｢

大
仏
師
唐
橋
法
印｣

門
下
で
あ
る
こ
と
を
自
称
す

る
わ
け
が
、
こ
の

｢

大
仏
師
唐
橋
法
印｣

が
い
ず
れ
の
仏
師
で
あ
る
の
か
も
管
見
で

は
知
り
得
な
い(

14)

。

伝
来
に
つ
い
て

像
内
の
造
立
銘
記
は

｢

讃
岐
国
仲
郡
善
福
寺
御
本
願
主｣

で
始
ま
る
が
、
こ
れ
は

｢
弘
法
大
師｣

に
か
か
る
修
辞
句
と
な
り
、
善
福
寺
本
願
主
の
弘
法
大
師
と
み
る
べ

き
と
さ
れ
る(

15)

。
す
な
わ
ち
善
福
寺
が
、
弘
法
大
師
を
本
願
主
と
す
る
由
緒
を
も
っ

て
い
た
こ
と
ま
で
は
分
か
る
が
、
本
像
が
造
立
さ
れ
て
ど
こ
へ
安
置
さ
れ
た
の
か
ま

で
は
特
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
何
ゆ
え
、
善
福
寺
が
大
師
本
願
寺
だ
と

い
う
由
緒
の
み
を
特
筆
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
奉
安
先
が
示
さ
れ
な
い

松尾寺木造弘法大師坐像について
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の
も
不
審
で
は
あ
る
。
善
福
寺
の
願
主
で
あ
る
弘
法
大
師
の
御
影
像
を
、
や
は
り
そ

の
善
福
寺
へ
奉
安
し
た
と
み
る
こ
と
は
無
理
な
の
だ
ろ
う
か
。
銘
記
の
書
き
振
り
を

今
一
度
確
認
す
る
と
、｢

讃
岐
国
仲
郡｣

｢

善
福
寺｣

｢

御
本
願
主｣

の
語
句
そ
れ
ぞ

れ
は
間
を
や
や
離
し
て
記
さ
れ
て
い
る

(

図
２)

。｢

讃
岐
国
仲
郡
善
福
寺｣

｢

善
福
寺

御
本
願
主｣

と
二
つ
の
語
句
を
記
す
と
こ
ろ
を
、｢

善
福
寺｣

の
語
が
重
な
る
の
を

避
け
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冒
頭
の
一
文
は

｢

讃
岐
国
仲
郡
善
福
寺
、

当
寺
御
本
願
主｣

と
の
意
味
が
あ
り
、
弘
法
大
師
本
願
の
善
福
寺
へ
そ
の
御
影
像
を

奉
っ
た
と
捉
え
た
い
が
、
推
測
で
あ
り
、
今
後
の
史
学
、
古
文
書
学
の
検
討
に
委
ね

た
い
。

善
福
寺
に
つ
い
て
は
古
記
録
に
も
確
認
で
き
ず
、
残
念
な
が
ら
具
体
的
な
こ
と
が

分
か
ら
な
い
。｢

仲
郡｣

は
、
那
賀
、
那
珂
、
中
と
も
記
し
、｢

倭
名
類
聚
抄｣

は
訓

を

｢

奈
加｣

と
す
る
。
仲
郡
は
、
北
に
流
れ
て
瀬
戸
内
海
へ
注
ぐ
金
倉
川
を
中
央
に

ひ
ろ
が
り
、
郡
内
に
は
智
証
大
師
円
珍
の
創
建
と
す
る
金
倉
寺
や
、
金
刀
比
羅
宮
が

所
在
す
る
。
金
刀
比
羅
宮
を
抱
え
る
象
頭
山

(

琴
平
山)
や
そ
の
北
の
大
麻
山
の
麓

は
早
く
か
ら
発
展
し
、
古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の
霊
地
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
仲
郡
に
隣
接
す
る
多
度
郡
も
、
古
よ
り
発
展
し
、
仲
村
廃
寺
や
曼
荼
羅
寺
な

ど
古
代
建
立
の
寺
院
が
多
い
。
現
在
も
曼
荼
羅
寺
の
ほ
か
、
出
釈
迦
寺
、
甲
山
寺
、

そ
し
て
善
通
寺
と
札
所
寺
院
が
集
中
す
る
地
域
で
あ
る
。
あ
る
い
は
仲
郡
だ
け
で
な

く
多
度
郡
に
も
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
弘
法
大
師
御
本
願
と
い
う
由
緒
を
も
つ
寺
院
と

し
て
、
ま
ず
は
善
通
寺
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う(

16)

。
善
福
寺
の
所
在
は
、
あ
る
い
は

仲
郡
だ
け
で
な
く
多
度
郡
へ
も
広
げ
て
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て

｢

大
願
主
夏
衆
僧
行
慶
僧
宗
円｣

で
あ
る
が
、
一
行
に
記
さ
れ
て
お
り

｢

大

願
主
夏
衆｣

は
お
そ
ら
く

｢

僧
行
慶｣

｢

僧
宗
円｣

両
者
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
の
寺
院
に
属
す
る
僧
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
僧
官
僧
位
を
も
た
な
い
行
慶
と

宗
円
に
上
下
関
係
は
な
い
だ
ろ
う
。｢

夏
衆｣

は
寺
院
に
よ
っ
て
、
夏
安
居
の
修
行

僧
を
さ
す
場
合
と
、
諸
堂
に
勤
仕
す
る
堂
衆
な
ど
の
う
ち
、
仏
へ
の
供
花
の
役
割
を

担
っ
た
僧
を
さ
す
場
合
と
が
あ
る
よ
う
で
、
身
分
的
な
立
場
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

な
い(

17)

。
ま
た
両
名
は

｢

大
願
主｣

で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
複
数
の
願
主
も
い
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
願
文
の
い
う
、
公
家
の
安
穏
、
武
家
の
泰
平
、
讃
岐
国
、
そ
し
て
留

守
所
も
在
庁
も
、
郡
、
郷
、
庄
内
い
た
る
と
こ
ろ
す
べ
て
の
安
楽
を
願
う
と
い
っ
た

内
容
は
、
多
く
の
僧
俗
が
願
主
と
な
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
と
も
思
え
る
。
お
そ
ら
く

本
像
の
造
立
に
は
在
地
の
多
く
の
僧
俗
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
初
は
、
結
縁
交
名
を
記
し
た
納
入
品
な
ど
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

本
像
の
事
情
が
明
ら
か
に
た
ど
れ
る
の
は
、
近
世
期
に
い
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

慶
長
九
年

(

一
六
〇
四)

空
海
の
忌
日
三
月
二
十
一
日
に
木
製
五
輪
塔
へ
納
入
さ
れ
た

文
書

(

図
版
38)

に
よ
り
、
象
頭
山
金
光
院
の
御
影
堂
本
尊
と
し
て
宥
盛
に
よ
っ
て

再
興
開
眼
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。｢

奉
採
造｣

と
あ
り
、
現
在
の
表
面
彩
色
は
こ

の
時
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
文
書
の
記
述
で
は
、
こ
の
時
、
三
間
四
面

の
御
影
堂
も
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る(

18)

。
造
立
当
初
の
安
置
寺
院
が
確
定

で
き
な
い
と
し
て
も
、
近
世
再
興
時
に
お
い
て
仲
郡
内
の
象
頭
山
金
光
院
御
影
堂
に
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安
座
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
造
立
時
よ
り
こ
の
仲
郡
内
を
出
て
い
な
い
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
現
松
尾
寺
へ
は
、
金
光
院
が
神
仏
分
離
に
と
も
な
っ
て
そ
の
伽
藍
や
各
堂

舎
の
機
能
を
変
貌
さ
せ
る
な
か
で
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
な
経
緯
を
た
ど

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

の

｢

金
刀
比
羅
宮
神
仏
分
離
調
書｣

(

19)

に
は
、
廃
止
堂
宇
と
し
て

｢

阿
弥
陀
堂｣

｢

観
音
堂｣

な
ど
の
仏
堂
が
掲
げ
ら
れ

る
が

｢

御
影
堂｣

に
つ
い
て
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
和
神
社
社
人
で

高
松
藩
皇
学
寮
の
教
授
で
あ
っ
た
松
岡
調
が
、
金
刀
比
羅
宮
に
参
詣
し
た
お
り
の
こ

と
を
記
し
た

『

年
々
日
記』

(

20)

明
治
二
年

(

一
八
六
九)

四
月
十
二
日
条
に
よ
る
と
、

｢

護
摩
堂
大
師
堂
な
と
行
見
に
内
に
ハ
檀
一
つ
さ
へ
な
け
れ
ハ｣

と
あ
り
、
こ
の
時

す
で
に
大
師
堂

(

御
影
堂)

の
外
へ
移
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
明
治

五
年
六
月
に
は
、
仏
像
・
仏
具
の
処
分
が
始
め
ら
れ
た
と
い
い
、
八
月
に
は
多
く
が

焼
却
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
残
さ
れ
た
の
は
伝
弘
法
大
師
作
の
聖
観
音

立
像(

21)

と
伝
智
証
大
師
作
の
不
動
明
王
立
像
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う(

22)

。
こ
の
頃
に

は
現
松
尾
寺
へ
移
座
さ
れ
て
い
た
と
み
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
松
尾
寺
弘
法
大
師
坐
像
の
調
査
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
像
容
と
伝

来
と
い
う
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
粗
雑
な
が
ら
私
見
を
書
き
連
ね
て
み
た
。
当
初

の
奉
安
先
や
、
願
主
お
よ
び
仏
師
の
詳
細
、
ま
た
如
何
な
る
経
緯
で
金
光
院
御
影
堂

へ
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
な
ど
、
多
く
は
未
解
明
で
あ
る
が
、
十
四
世
紀

前
半
に
さ
か
の
ぼ
る
本
像
は
、
生
地
で
あ
る
讃
岐
に
お
け
る
大
師
信
仰
の
ひ
ろ
が
り

を
み
る
に
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。
今
後
に
引
き
続
き
、
新
た
な
史
料
の
確
認
や
仲
多
度

郡
域
の
寺
社
調
査
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
多
少
な
り
と
も
解
明
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
彫
刻
史
ほ
か
中
世
史
な
ど
の
学
究
か
ら
も
、
ご
批
判
ご
叱
正

い
た
だ
き
た
い
。

註

(

１)

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日

(

金)

に
下
見
調
査
、
同
年
七
月
七
日

(

月)

、
八
日

(

火)

、

十
日

(

木)

、
十
一
日

(

金)

の
日
程
で
本
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
者
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、
所
属
と
肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時
。

調
書
作
成
、
撮
影

三
好

賢
子

(

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム)

赤
外
線
カ
メ
ラ
撮
影

田
井

静
明

(

同
右

)

銘
文
解
読

御
厨

義
道

(

同
右

)

調
査
補
助

川
東

芳
文

(

分
館

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館)

冨
士
川

仁

(

分
館

同
右

)

別
役

佳
代

(

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

嘱
託
職
員)

小
野

麻
美

(

同
右

)
(

２)

毛
利
久

｢

伊
予
仏
木
寺
の
弘
法
大
師
像｣

(
『

仏
教
芸
術』

一
〇
〇
号
、
昭
和
五
十
年)

(

３)

三
豊
市
大
興
寺
に
は
、
建
治
二
年

(

一
二
七
六)

大
仏
師
法
橋
�
慶
作
の
天
台
大
師
像

(

香

川
県
指
定
有
形
文
化
財)

と
ほ
ぼ
構
造
が
同
じ
で
同
作
と
さ
れ
る
弘
法
大
師
像
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
松
尾
寺
像
よ
り
遡
る
古
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
段
階
で
実
査
に
は
い
た

っ
て
お
ら
ず
言
及
を
控
え
た
。『

四
国
八
十
八
箇
所
を
中
心
と
す
る
文
化
財

(

香
川
県)』

(

文

化
財
保
護
委
員
会
、
昭
和
四
十
年)

。

(

４)

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
、
県
政
記
者
室

(

広
聴
広
報
課)

に
て

｢

県
内
最
古
の
在
銘
弘

法
大
師
坐
像
の
新
発
見
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
プ
レ
ス
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

(

５)

こ
れ
ま
で
、
本
弘
法
大
師
像
に
つ
い
て
は
、｢

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
調
査
速
報｣

と
し
て

『

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
秋
号』

Vol.
１

(

平
成
二
十
年
九
月)

、
ま
た
企
画
展
示

｢

仏
の
美
解
説
シ
ー
ト｣

(

平
成

二
十
二
年
二
月)

に
お
い
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。

(

６)

首
�
底
部
を
み
る
と
、
頭
部
前
面
材
は
さ
ら
に
左
右
二
材
を
矧
ぐ
よ
う
で
あ
る
。
首
�
の
径

は
十
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
矧
ぎ
位
置
は
、
正
中
で
は
な
く
、
右
か
ら
五
・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
位
置
。

(
７)

タ
テ
九
・
八
、
ヨ
コ
二
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

(
８)
地
付
面
に
お
い
て
、
膝
前
材
の
幅
は
六
十
九
・
五
、
体
部
材
の
幅
は
六
十
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
袖
端
垂
下
部
に
は
別
材
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ

て
、
体
部
左
右
側
面
下
部
は
後
補
の
彫
り
な
お
し
も
あ
る
か
。

(

９)

五
輪
塔
に
つ
い
て
は
Ⅹ
線
透
過
調
査
を
お
こ
な
い

(

Ｘ
線
透
過
撮
影
は
当
館
職
員
�
木
敬
子

が
実
施)

、
内
部
に
舎
利
粒
と
文
書
ら
し
き
も
の
が
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
納
入
文
書
が
松
尾
寺
御
住
職
に
よ
り
取
り
出
さ
れ
た
。

松尾寺木造弘法大師坐像について
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(
10)
濱
田
隆

｢

弘
法
大
師
像
の
成
立
と
展
開｣

(
『

密
教
美
術
大
観

第
四
巻』

朝
日
新
聞
社
、
昭

和
五
十
九
年)

。

(

11)

田
邉
三
郎
助｢

東
寺
西
院
御
影
堂
の
弘
法
大
師
像｣

(
『

国
華』

九
一
〇
号
、
昭
和
四
十
三
年)

(

12)

松
尾
寺
像
は
、
右
腕
を
胸
前
に
ま
げ
る
角
度
が
か
な
り
き
つ
い
。
和
歌
山
遍
照
寺
像
、
愛
媛

仏
木
寺
像
、
奈
良
元
興
寺
像
も
、
右
腕
を
比
較
的
き
つ
い
角
度
で
曲
げ
て
い
る
が
、
レ
リ
ー

フ
で
、
正
面
向
き
の
神
護
寺
像
の
さ
ら
に
き
つ
い
角
度
に
近
い
。
あ
る
い
は
正
面
向
き
の
下

絵
な
ど
を
手
本
に
造
形
し
た
た
め
に
、
画
像
の
遠
近
表
現
を
そ
の
ま
ま
う
つ
し
た
結
果
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

(

13)

清
水
真
澄

｢

院
派
仏
師
の
作
例
と
活
動｣

(
『

特
別
展

中
世
の
世
界
に
誘
う

仏
像

院
派

仏
師
の
系
譜
と
造
像』

横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
平
成
七
年)

(

14)

田
邉
三
郎
助
氏
よ
り
、｢

唐
橋｣
に
つ
い
て
、
寿
永
二
年

(

一
一
八
三)

の
運
慶
願
経
書
写
の

法
華
経
奥
書
に
み
え
る
書
写
場
所
、
京
都

｢

唐
橋
末
法
住
寺
辺｣

と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る

と
い
う
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
現
段
階
で
は
検
証
が
充
分
で
な
く
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

(

15)

調
査
後
す
ぐ
に
作
成
し
た
概
要
報
告
書
等
で
は
、
本
弘
法
大
師
坐
像
を
善
福
寺
の
も
の
と
み

て
い
た
が
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
日
の
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
審
議
会
に
お
い
て
、

委
員
の
田
中
健
二
氏
お
よ
び
根
立
研
介
氏
よ
り
、
銘
記
か
ら
そ
こ
ま
で
を
読
み
取
る
こ
と
は

難
し
い
と
い
う
御
指
摘
を
受
け
た
。

(

16)

寛
仁
二
年

(

一
〇
一
八)

｢

讃
岐
国
善
通
寺
司
解｣
(

東
寺
百
合
文
書)
に
、｢

件
寺
為
弘
法
大

師
御
建
立｣

と
記
さ
れ
、
こ
の
頃
に
は
空
海
の
本
願
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

(

17)

大
寺
院
の
場
合
は
学
侶
の
下
に
行
人
や
夏
衆
な
ど
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
寺
社
で
は

こ
れ
ら
の
区
別
が
截
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
い
う
。
黒
田
俊
雄

『

日
本
中
世
の
社
会
と

宗
教』

(

岩
波
書
店
、
平
成
二
年)

。

(

18)

大
崎
定
一
は

｢

金
刀
比
羅
宮
の
沿
革｣

に
お
い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
境
内

変
遷
図
を
所
載
す
る
〈
日
本
観
光
文
化
研
究
所
編
集

『

金
毘
羅
庶
民
信
仰
資
料
集

第
一
巻』

金
刀
比
羅
宮
社
務
所
、
昭
和
五
十
七
年)

。
こ
れ
ら
境
内
図
の
典
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

御
影
堂
は
、
天
明
九
年

(

一
七
八
九)

と
慶
応
三
年

(

一
八
六
七)

の
も
の
に
、
金
光
院
本

堂
の
上
方
で
、
阿
弥
陀
堂
と
護
摩
堂
の
間
に
位
置
す
る
の
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
正
保

年
間

(

一
六
四
四
〜
四
七)

お
よ
び
元
禄
十
七
年

(

一
七
〇
四)

の
境
内
図
に
は
御
影
堂
が

み
え
て
い
な
い
。
宥
盛
建
立
の
御
影
堂
が
一
時
退
転
し
た
可
能
性
も
あ
る
か
。

(

19)

辻
善
之
助
、
村
上
専
精
、
鷲
尾
順
敬
編

『

新
編
・
明
治
維
新

神
仏
分
離
史
料

第
九
巻

中
国
・
四
国
編』
(

名
著
出
版
、
平
成
十
三
年)

。

(

20)『

年
々
日
記』

明
治
二
年

二
十
二
、
さ
ぬ
き
市
志
度
多
和
文
庫
蔵
。

(

21)

現
在
、
金
刀
比
羅
宮
宝
物
館
に
展
示
さ
れ
る
重
要
文
化
財
木
造
十
一
面
観
音
立
像
で
あ
る
。

｢

金
刀
比
羅
宮
神
仏
分
離
調
書｣

に
よ
る
と
、｢

仏
菩
薩
の
図
像
中
重
な
る
も
の
は
、
宝
物
と

し
て
存
置
し
た
る｣

と
あ
る
が
、｢

一
般
仏
像
は
仏
堂
廃
止
と
共
に
一
個
所
に
取
纏
め
蔵
置｣

し
て
い
た
も
の
を
、
明
治
五
年
八
月
四
日
に
焼
却
し
た
と
い
う
。
前
掲
註
19
。

(

22)『

町
史
こ
と
ひ
ら

３
近
世

近
代
・
現
代

通
史
編』

(

琴
平
町
、
平
成
十
四
年)

。

付
記本

弘
法
大
師
像
の
調
査
お
よ
び
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
松
尾
寺
御
住
職
横
山
隆
也
師
に
は
甚
大

な
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
三
月
の
香
川
県
有
形
文
化
財
指

定
に
あ
た
り
、
京
都
大
学
大
学
院
教
授
根
立
研
介
氏
に
は
御
指
導
・
御
助
言
い
た
だ
き
、
と
く
に

像
内
墨
書
銘
ま
た
五
輪
塔
納
入
文
書
の
解
読
で
は
、
香
川
大
学
教
授
田
中
健
二
氏
に
御
教
示
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
稿
執
筆
中
、
仲
郡
域
や
像
内
銘
記
の
解
釈
に
つ
い
て
香
川
県
観
光
振
興
課
渋
谷

啓
一
氏
に
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
本
稿
は
、
香
川
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
の
審
議
資
料
と
し
て
提
供
し
た

調
査
概
要
報
告
書

(

平
成
二
十
一
年
一
月
記)

を
も
と
に
加
筆
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

み
よ
し
・
ま
さ
こ

当
館
専
門
学
芸
員)
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